
2013 年度第 4 回(通算第 7 回)理事会（通常） 

１．日時：2013 年 10 月 12 日（土）18 時～20 時 00 分 

２．場所：静岡県アーツセンター・グランシップ 13 階 13A 会議室 905 会議室 

３．出席者：（出席理事）淺田正彦、岩澤雄司、兼原敦子、吉川元、小寺彰、坂元茂樹、佐

野寛、道垣内正人、古谷修一、森川幸一、（代表理事）藥師寺公夫、（出席監事）吾郷眞一、

野村美明 

４．議事の内容 

１）報告事項 

１ 第４回臨時評議員会に関する件（理事の選任に関する規程の改正の件） 

 藥師寺代表理事より、2013 年 9 月 11 日に第 2 回（通算第 4 回）評議員会（臨時）（電磁

式）を開催し、理事の選任に関する規程の改正のための申し合わせが議決された旨の報告

がなされた。 

２ 理事の選任に関する意見聴取に関する件 

 2013 年度第 2回理事会で採択された実施細則に基づき、委員長を森川俊孝会員（委員長）、

桐山孝信会員、川﨑恭治会員に委員を委嘱し、研究期間中に意見聴取を行う旨の報告がな

された。 

３ 第１回日中韓国際会議の成果と４学会第４回会議（2014 年 7 月キャンベラ）に関する

件 

 岩澤国際交流部長より、第 1 回日中韓国際会議の成果の書籍化の進捗状況と、来年度キ

ャンベラで開催される 4 学会第 4 回会議について報告があった。 

４ 日弁連主催「国際分野のスペシャリストを目指す法律家のためのセミナー」に関する

件 

 小寺理事より、標記のセミナーが 8 月 30 日、31 日の両日、弁護士会館で開催され、国

際法学会からは岩澤先生が講演されたこと、また参加者も多く、成功裏に終わった旨の報

告がなされた。 

５ アウトリーチ委員会による市民講座に関する件 

 小寺理事より、2013 年 12 月 15 日（日）に東京大学（本郷キャンパス）山上会館２階大

会議室において、独立行政法人宇宙航空研究開発機構の協力の下で、宇宙をテーマとした

市民講座を開催する旨の報告がなされた。 

６ 名誉会員候補者推薦に関する件 

 坂元事務局長より、今回名誉会員候補者に推薦する会員はいない旨の報告がなされた。 

７ 出版社の出展に関する件 

 坂元事務局長より、本研究大会での出版社の出展について報告がなされた。 

８ その他 

 第 1 号議案に予定されていた「一般財団法人国際法学会年次研究大会（第 116 年次）に

関する件」については、森川研究部長より、報告がなされた。 



２）審議事項 

第 1 号議案 一般財団法人国際法学会年次研究大会（第 117 年次）に関する件 

 森川研究部長から、来年度の研究大会の計画について報告された。種々議論の上、提案

通り議決された。 

第 2 号議案 国際法外交雑誌第 112 巻及び第 113 巻の編集状況に関する件 

 淺田雑誌編集委員長から、資料に基づき、第 112 号第 1 号から 4 号までの編集状況およ

び第 113 巻の編集計画が示された。なお、文献目録について、雑誌編集委員会では、学会

ホームページに移行する方向で議論中である旨の報告がなされた。議論の上、雑誌編集委

員会の国際法外交雑誌第 112 巻及び第 113 巻の編集方針が議決された。 

第 3 号議案 会員名簿に関する件 

 坂元事務局長から、会員名簿の件について、会員委員会および HP 委員会の合同委員会

での議論の報告がおこなわれた。学協会サポートセンターが把握している会員情報に基づ

いて、会員に掲載事項について照会する作業を行った後、会員名簿を作成することが、議

決された。 

第 4 号議案 新理事の選任のための評議員会開催と現行業務の継承に関する件 

 藥師寺代表理事から、定款 第 18 条 2 項（3）及び第 31 条 1 項並びに理事の選任に関す

る規程（2013 年 9 月 11 日改正）に基づき、来年度改選される理事の選任について、研究

大会開催中に理事の選任に関する意見聴取を行う旨の提案が行われた。また、第 1 回選挙

は、被選任資格の会費要件が 2014 年 3 月 31 日までに 2013 年度会費を納めていることと

いう要件となるために、4 月又は 5 月に評議員会を開催して理事選出を行う旨の提案が行わ

れた。議論の上、提案通り議決された。 

第５号議案 新入会員の承認に関する件 

 坂元理事から、以下の 6 名を一般会員として入会することが提案され、議決された。 

張新軍 塚田鉄也 樋口敏広 平野実晴 北村理依子 二杉健斗 

第６号議案 その他 

 小寺社会連携部長より、エキスパート・コメント委員会（小畑郁委員長）からの提案に

ついて報告がなされ、エキスパート・コメントの目的や学会との関係、執筆内容の責任の

所在などについての提案がなされ、学会会員から広くエキスパート・コメント制度に関す

る意見を聞きたい旨の説明がなされ、この提案を議決した。 

  




